
はじめに
本稿では、世界の主な天然でん粉（コーンスター

チ、タピオカでん粉、ばれいしょでん粉、小麦でん粉）

および化工でん粉について、2017年の生産・消費

動向および2019年までの消費見通しについて、英

国の民間調査会社LMC Internationalの調査結果を

中心に報告する。

本稿に関する注意点
○でん粉は、基本的に需要に応じた量が生産・供給

される体制であることから、世界全体において、

一部を除き生産量≒消費量であり、在庫について

は考察していない。

○本稿における調査対象は、天然でん粉、化工でん

粉のみであり、糖化製品は、含まれていない。

○数値については、全て製品重量ベースであり、増

減率については、それぞれトン単位の値を比較し

たものである。

○本稿中の為替レートは９月末日TTS相場の値で

あり、１ドル＝115円（114.57円）である。

１．生産概況
2017年の世界のでん粉生産量は、4134万

1000トン（前年比3.5％増）とやや増加した（図

１）。このうち、コーンスターチが全体の約44％と

最も多く、次いで、化工でん粉、タピオカでん粉が

ともに約22％、ばれいしょでん粉が約５％、小麦

でん粉が約４％となっている。

増減の推移を見ると、でん粉全体では、2000年

の調査以降、一貫して増加傾向にある（表１）。ま

た、昨年に引き続きすべての種類で前年を上回って

おり、特にばれいしょでん粉は市場規模としては小

さいが、前年比6.3％増と高い増加率を示した。

でん粉価格は、需給バランスよりも原料価格の変

動による影響を大きく受ける。2017年の各種でん

粉の輸出単価（注１）を見ると、コーンスターチ、タ

ピオカでん粉および化工でん粉は前年を下回った一

方、ばれいしょでん粉および小麦でん粉は前年を上

回った（図２）。2015年に小麦でん粉が一時的に

最も安価になったものの、タピオカでん粉は５年連

続で下落しており、2017年には他のでん粉と比べ

て、最も安い単価となっている。これは、タピオカ
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特集：でん粉生産の収益確保に向けて

【要約】
　2017年の世界のでん粉生産量は、全ての種類で前年を上回り、特にばれいしょでん粉は市場規模とし
ては小さいものの、高い増加率を示した。一方、消費量は、2018年までいずれの種類においても堅調に
推移するものと見込まれている。
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２．種類別動向
（１）コーンスターチ
コーンスターチの生産は、アジアが生産量全体の

約７割を占め、次いで北米、欧州などとなっている

（表２）。2017年の地域別生産量を見ると、南米以

外のすべての地域で前年を上回った。消費量を見て

も、生産と同様、アジアを中心に北米、欧州が主要

地域であり、2017年は、すべての地域で前年を上

回った。消費量は、2018年、2019年とも、いず

れの地域も前年を上回るとされている。

世界最大のコーンスターチ生産および消費国であ

る中国では、生産量をさらに増加させている。食品

原料用途だけでなく、インターネット通信販売によ

表１　種類別でん粉生産量および消費量の推移
（千トン）

生産量 消費量

2015 年 2016 年 2017 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

コーンスターチ 16,968 17,563 18,151 3.3% 16,978 17,565 18,152 3.3% 18,610 2.5% 19,079 2.5%

タピオカでん粉 8,359 8,615 8,896 3.3% 8,370 8,617 8,899 3.3% 9,257 4.0% 9,629 4.0%

ばれいしょでん粉 1,769 1,796 1,909 6.3% 1,769 1,796 1,909 6.3% 1,972 3.3% 2,036 3.3%

小麦でん粉 1,685 1,779 1,829 2.8% 1,711 1,786 1,840 3.0% 1,916 4.1% 1,997 4.2%

化工でん粉 8,356 8,816 9,137 3.6% 8,356 8,820 9,137 3.6% 9,372 2.6% 9,620 2.6%

その他 1,326 1,357 1,419 4.6% 1,332 1,362 1,427 4.8% 1,466 2.8% 1,508 2.8%

合計 38,463 39,926 41,341 3.5% 38,517 39,946 41,365 3.6% 42,594 3.0% 43,869 3.0%

資料：LMC International
注１：2018年以降は予測値。
注２：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。

でん粉の主な輸入国である中国で、2016年３月に

トウモロコシの臨時備蓄政策（注２）の見直しにより、

コーンスターチの価格が低下し、輸入タピオカでん

粉との競合が激化したことなどが要因とみられる。

（注１）種類別でん粉価格を比較するため、便宜上、輸出単価を
用いる。

（注２）詳細については、「中国の穀物需給動向～穀物政策の変
更をめぐる現状～」『砂糖類・でん粉情報』（2017年６
月号）を参照。

図２　種類別でん粉の輸出単価の推移

コーンスターチ, 
18,151, 
43.9%

タピオカでん粉, 
8,896,
21.5%

ばれいしょでん粉, 
1,909,
4.6%

小麦でん粉, 
1,829, 
4.4%

化工でん粉, 
9,137, 
22.1%

その他,
1,419,
3.4%

合計

41,341千トン

図１　2017年の種類別でん粉生産量

資料：LMC International
　注：端数処理の関係上、内訳の合計が100％にならない。
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表２　コーンスターチ生産量および消費量の推移
（千トン）

生産量 消費量

2015 年 2016 年 2017 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 472 478 509（  2.8） 6.5% 589 621 653（  3.6） 5.1% 668 2.4% 684 2.4%

アジア 11,792 12,204 12,590（69.4） 3.2% 11,941 12,340 12,696（69.9） 2.9% 13,080 3.0% 13,469 3.0%

中米・カリブ海 0 0 0（  0.0） － 72 73 75（  0.4） 2.7% 77 2.8% 79 2.8%

欧州 1,822 1,864 2,003（11.0） 7.5% 1,593 1,582 1,729（  9.5） 9.3% 1,745 0.9% 1,761 0.9%

北米 2,315 2,445 2,485（13.7） 1.6% 2,257 2,413 2,448（13.5） 1.4% 2,481 1.3% 2,516 1.4%

大洋州 57 60 62（  0.3） 3.3% 62 67 69（  0.4） 2.8% 70 2.1% 72 2.1%

南米 510 513 502（  2.8） ▲ 2.1% 465 470 483（  2.7） 2.8% 490 1.4% 497 1.5%

合計 16,968 17,563 18,151（100.0） 3.3% 16,978 17,565 18,152（100.0） 3.3% 18,610 2.5% 19,079 2.5%

資料：LMC International
注１：2018年以降は予測値。
注２：括弧内は生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

（２）タピオカでん粉
タピオカでん粉の生産は、アジアが生産量全体の

９割弱を占め、次いで南米、アフリカなどとなっ

ている（表３）。2017年の地域別生産量を見ると、

生産量の１割弱を占める南米で前年を下回ったもの

の、アジア、アフリカ、中米・カリブ海では前年を

上回った。消費地域も、アジアが消費量全体の８割

以上を占め最も多く、次いで南米、アフリカなどと

なっている。同年の消費量は、すべての地域で前年

を上回った。消費量は、2018年以降も引き続き、

いずれの地域も前年を上回るとされている。

世界最大のタピオカでん粉の生産・輸出国である

タイでは、2017年の生産量は、340万トンと前年

の350万トンを下回ったが、長期的に見ると依然

として、高い水準にあると言える。中国国内では、

タピオカでん粉と競合するコーンスターチの価格が

下がっているにもかかわらず、中国が最大の輸出先

であることに変わりはない。中国におけるでん粉へ

の需要の高まりや、2017年末の多雨の影響による

生産の落ち込みを受け、でん粉原料用キャッサバの

供給が非常にタイトになっており、タピオカでん粉

価格は2017年９月に１トン当たり345ドル（３万

9675円）だったものが、2018年６月には同500

ドル（５万7500円）と大幅に高騰している。

る消費が２桁の伸びをしていることから、配送の際

に使われる包装や製紙に使われるでん粉の需要が伸

びており、今後も大きく増加することが見込まれて

いる。加えて、中国産コーンスターチは経済発展の

著しい東南アジアの旺盛なでん粉需要にも応える状

況となっている。なお、世界第２位の生産国である

米国のコーンスターチ市場は安定したものとなって

いる。
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表３　タピオカでん粉生産量および消費量の推移
（千トン）

生産量 消費量

2015 年 2016 年 2017 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 175 186 197（  2.2） 5.9% 208 211 219 3.5% 226 3.2% 233 3.2%

アジア 7,301 7,639 7,938（89.2） 3.9% 7,119 7,462 7,718 3.4% 8,060 4.4% 8,415 4.4%

中米・カリブ海 2 2 3（0.03） 50.0% 5 5 6 14.1% 6 3.4% 6 2.6%

欧州 0 0 0（  0.0） － 45 39 48 24.7% 49 1.1% 49 1.2%

北米 0 0 0（  0.0） － 106 107 113 5.4% 114 1.5% 116 1.7%

大洋州 0 0 0（  0.0） － 15 17 18 1.3% 18 2.3% 19 2.3%

南米 881 788 758（  8.5） ▲ 3.7% 873 776 778 0.3% 784 0.8% 792 1.0%

合計 8,359 8,615 8,896（100.0） 3.3% 8,370 8,617 8,899 3.3% 9,257 4.0% 9,629 4.0%

資料：LMC International
注１：2018年以降の消費量は予測値。
注２：括弧内はその地域のでん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

コラム１　キャッサバの原産地、南米ブラジルの軽食ポンデケージョ
タピオカでん粉の原料のキャッサバは南米が原産地である。キャッサバはタピオカでん粉に加工されるほか、食事や

お菓子の原料として調理されている。
日本でも一部パン屋などで見られるようになったポンデケージョは、本来ブラジルの食品であり、タピオカでん粉を材

料として用いる。ポンデケージョとは、ブラジルの公用語であるポルトガル語で日本語に直訳するとチーズパンとなるが、
チーズとタピオカでん粉がほぼ１対１の割合で入っているため、濃厚なチーズの味と弾力ある食感が独特の食べ物である。

ブラジルでは朝食や軽食として食べることも多い。街角の軽食スタンドやポンデケージョ専門店などブラジル全土に
あり、ブラジル人にとって身近な存在と言える。大きさは一口サイズのものと子供の握りこぶし大のものがあり、前者
はグラム売りで10個程度が封筒型サイズの紙袋に入れられて渡されることも多い一方、後者は１個ずつ販売されてい
る。どちらが多く見られるかは、地域による。なお、焼き立てが一番おいしく、冷めると固くなるため、店頭ではウォー
マーに入れられており、温かいうちに食べるのが良い。

店舗によってレシピが異なることから、大きさ、値段、味もさまざまである。都市部では、中にクリームチーズやミルクジャ
ムなど入っていたり、バンズの部分がポンデケージョで作られたバーガーがあったり、アレンジが加えられた商品もある。

スーパーマーケットでは、タピオカでん粉も売られているほか、卵と水を加えるだけでできるポンデケージョミック
ス粉も安価で手に入るため、家庭でも簡単に作ることができる。

22 砂糖類・でん粉情報2018.11

写真　一口サイズのポンデケージョ



（３）ばれいしょでん粉
ばれいしょでん粉の生産は、欧州が生産量全体の

約６割を占め、次いでアジア、北米などとなってい

る（表４）。2017年の地域別生産量を見ると、北

米は前年を下回ったものの、アジア、欧州は前年を

上回った。消費量を見ると、アジアが最大の消費地

域で、その他、欧州、北米が主要地域となってお

り、2017年は、これら主要消費地域を中心に前年

を上回った一方、消費量が少ないアフリカは前年を

下回った。消費量は、2018年、2019年とも、い

ずれの地域も前年を上回るとされている。

ばれいしょでん粉は、独自の機能性（注）から強

い引き合いがある。主産地である欧州では、2016

年の単収が非常に高かったことから、生産意欲が

高まり、2017年のばれいしょでん粉生産量も好調

であった。2017年の単収は前年と比較すると減

少したため、でん粉生産量も減少となった。なお、

2018年のでん粉原料用ばれいしょの生産は、干ば

つの影響を受け、大幅に減産する見通しであること

から、2019年のばれいしょでん粉生産量も減産し、

価格が高騰することが見込まれる。

欧州に次ぐ主要生産地である中国の生産量は、食

品用途などの世界的なばれいしょでん粉の強い需要

を受け、１割程度増加する可能性がある。

（注）透明で粘性が強いことなどの特徴があり、水畜産練製品や
製菓などに使用される。

表４　ばれいしょでん粉生産量および消費量の推移
（千トン）

生産量 消費量

2015 年 2016 年 2017 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 0 0 0（ 0.0） － 12 15 12 ▲ 17.6% 12 2.6% 13 2.4%

アジア 554 619 628（32.9） 1.5% 899 902 990 9.7% 1,036 4.6% 1,083 4.6%

中米・カリブ海 0 0 0（  0.0） － 8 9 9 3.0% 9 3.3% 10 3.5%

欧州 1,124 1,071 1,188（62.2） 10.9% 579 607 621 2.4% 631 1.6% 642 1.7%

北米 90 104 91（  4.8）▲ 12.5% 215 217 221 1.7% 225 1.9% 230 2.0%

大洋州 0 0 0（  0.0） － 11 11 13 15.7% 13 2.5% 13 2.6%

南米 2 2 2（  0.1） 0.0% 43 36 44 21.8% 45 2.7% 46 2.7%

合計 1,769 1,796 1,909（100.0） 1.5% 1,769 1,796 1,909 6.3% 1,972 3.3% 2,036 3.3%

資料：LMC International
注１：2018年以降の消費量は予測値。
注２：括弧内はその地域のでん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

（４）小麦でん粉
小麦でん粉の生産は、欧州が生産量全体の５割以

上を占め、次いでアジア、大洋州などとなっている（表

５）。また、2017年の地域別生産量を見ると、欧州、

北米で減少したものの、その他の地域では軒並み増

加した。消費量を見ても、欧州、アジアが主要地域

であり、2017年は欧州で前年を下回ったものの、そ

の他の地域では前年を上回った。消費量は、2018年、

2019年とも、消費量の少ない中米・カリブ海を除い

たいずれの地域も前年を上回るとされている。

小麦でん粉は、コーンスターチとともに糖化製品

の主な原料であり、競合関係にある（注）。低コスト

の原料として成長が期待されており、欧州以外でも、

中国や豪州などで生産が拡大している。
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表５　小麦でん粉生産量および消費量の推移
（千トン）

生産量 消費量

2015 年 2016 年 2017 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 0 0 0（  0.0） － 9 7 12 75.0% 12 4.5% 13 4.5%

アジア 520 551 586（32.0） 6.4% 597 643 715 11.1% 767 7.4% 823 7.2%

中米・カリブ海 0 0 0（  0.0） － 2 1 2 24.4% 2 ▲ 3.6% 2 ▲ 2.5%

欧州 941 988 949（51.9） ▲ 3.9% 927 956 927 ▲ 3.1% 945 2.0% 965 2.1%

北米 90 87 85（  4.6） ▲ 2.3% 88 90 92 1.9% 93 2.1% 96 2.2%

大洋州 98 110 165（  9.0） 50.0% 53 53 57 9.2% 59 2.8% 61 2.9%

南米 37 43 44（  2.4） 2.3% 34 36 37 0.9% 38 2.3% 38 2.3%

合計 1,685 1,779 1,829（100.0） 2.8% 1,711 1,786 1,840 3.0% 1,916 4.1% 1,997 4.2%

資料：LMC International
注１：2018年以降の消費量は予測値。
注２：括弧内はその地域のでん粉生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。
注４：「0」は１トン未満を表し、「－」は事実不明なもの。

（注）小麦でん粉は、製造過程で作られる副産物（小麦グルテン
など）から得られる収益が大きいため、生産コストが抑え
られ、価格競争力が高い。なお、小麦グルテンは、食品の

ほか、ペットフードや水産養殖用飼料などさまざまな用途
に利用されている。

（５）化工でん粉
化工でん粉の生産は、アジアが生産量全体の約４

割を占め、次いで欧州、北米などとなっている（表

６）。2017年の地域別生産量を見ると、生産量が

比較的少ないアフリカおよび南米を除いた地域で増

加した。消費量を見ると、生産地域と同様、アジア、

欧州、米国が主要消費地域であり、2017年はこれ

らを含むほとんどの地域で前年を上回った。消費量

は、2018年、2019年とも、いずれの地域も前年

を上回るとされている。

化工でん粉は、全でん粉の中で、コーンスターチ

に次いで大きな市場であり、消費量は前年比3.6%

増と、前年に引き続き全でん粉の中でも大きく伸長

している。これは、加工食品だけでなく個人間の電

子取引が活発化したことにより、段ボールなどの包

装資材向けの引き合いが増加している中国によって

需要が押し上げられているためである。なお、価格

に対して、原料コストが占める割合は少なく、今後、

クリーンラベル（添加物を含まず、消費者に分かり

やすく食品成分を表示すること）への対応が競争力

に影響してくるとみられる。
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コラム２　増加する化工でん粉需要
化工でん粉は、天然でん粉と比較し、付加価値が高いことから収益性が高いとされる。特に新興国においては、経済

成長するにつれ、加工食品の消費が増加するだけでなく、さまざまな商品の包装資材向けの化工でん粉の消費が増加す
る。化工でん粉は食品に加えて、包装資材や製紙にも利用されているため、化工でん粉需要は、経済成長著しいアジア
がけん引し、2022年には化工でん粉の年間生産量は1000万トンを超えると予測されている（図）。

表６　化工でん粉生産量および消費量の推移
（千トン）

生産量 消費量

2015 年 2016 年 2017 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

アフリカ 26 29 24（  0.3）▲ 17.2% 123 114 119 4.6% 122 2.5% 125 2.6%

アジア 3,427 3,639 3,869（42.3） 6.3% 3,641 3,842 4,077 6.1% 4,224 3.6% 4,376 3.6%

中米・カリブ海 0 0 0（  0.0） － 17 20 19 ▲ 4.5% 19 3.6% 20 3.6%

欧州 2,386 2,448 2,514（27.5） 2.7% 2,108 2,177 2,207 1.4% 2,249 1.9% 2,294 2.0%

北米 2,120 2,285 2,320（25.4） 1.5% 2,006 2,201 2,244 2.0% 2,279 1.6% 2,317 1.7%

大洋州 69 76 77（  0.8） 1.3% 94 97 100 3.4% 103 2.6% 106 2.7%

南米 328 339 333（  3.6） ▲ 1.8% 367 371 371 0.2% 376 1.2% 381 1.5%

合計 8,356 8,816 9,137（100.0） 3.6% 8,356 8,820 9,137 3.6% 9,372 2.6% 9,620 2.6%

資料：LMC International
注１：2018年以降は予測値。
注２：括弧内は生産量または消費量全体に占める割合。
注３：四捨五入の関係から、合計と内数は必ずしも一致しない。
注４：「0」は1トン未満を表し、「−」は事実不明なもの。
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図　世界の化工でん粉生産量の推移

資料：LMC International
　注：2018年以降は予測値。

一方で、食品の分野では「クリーンラベル」を求める動きがある。クリーンラベルとは、でん粉に限らず、食品にお
いて添加物を含まず、消費者に分かりやすく食品成分を表示することであり、食品の分野で注目されているキーワード
の一つである。先進国はもちろんのこと消費の増加する新興国においても、消費者の食品の生産方法や原材料への意識
の高まりから、生鮮食品やオーガニック食品などを選択する傾向が強まっており、食品向け化工でん粉のクリーンラベ
ルも重視され始めている。

ただし、クリーンラベルの理念を突き詰めると、人為的な変化が加えられた化工でん粉を添加した食品は、クリーン
ラベルに該当しないとする考え方もあるため、この動きが化工でん粉需要の増加に大きく影響するかは不明である。
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図３　種類別でん粉消費量見通し

資料：LMC International

おわりに
世界のでん粉消費量は2017年以降、年約３％の

割合で増加し、2022年には４800万トンに迫る勢

いであると予測される。生産も2017年から2022

年までにすべてのでん粉で10～20％以上増加する

と見込まれている（図３）。特にタピオカでん粉、

小麦でん粉の増加率は高く、またコーンスターチに

ついても、業界再編などにより、最大の市場として

着実に拡大すると見込まれている。また、化工でん

粉は経済情勢が大きく影響し正確な見通しを立てづ

らいものの、消費量は堅調に推移すると見込まれる。

世界的なでん粉需要の高まりの一方で、2018年

の欧州の干ばつによるでん粉原料用ばれいしょの減

産やタイやベトナム、カンボジアにおけるキャッサ

バモザイク病の感染によるキャッサバの減産など、

マイナス要因も発生しており、今後の生産について

も注視する必要がある。
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